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心の臨床一みつけるということ

愛育相談所　川井尚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要約
　本紀要にこれまで、心理診断、心の臨床一聴くこと・尋ねること、心の臨床一気づくということ、心の臨

床一指示するということ、心の臨床一守るということ、を論述した。

　この心の臨床過程で、本小論ではクライエント自らがくよきところ、発達、成長、変化＞をみつけていく

ことがクライエント利益となることを論述、提起した。

　クライエントがこのようなくみっける＞心理臨床過程を歩み得るには以下述べるところに核心がある。深

刻さの度合は様々であっても、多様な困難さ、大変さ、症状、障害をクライエントは抱え、心理臨床の場を

訪れる。心理臨床家はこのような人と出会い、会い続けこれまで論述した心理臨床過程を共に歩むことにな

る。このことは、心の臨床の基本ではあるが、しかし、クライエントの抱えるこれらの困難さのみに眼を向

け、このことのみに対応しようとしてはならない。

　心理臨床家は、常にクライエントのくよきところ、発達、成長し、変化しっづけるもの＞への「まなざし」

をもちながら心理臨床過程をクライエントと共に歩むのである。

クライエントがこのようにある心理臨床家を体験していくとき、はじめて何とかしてくれる人ではなく、自

分と共にこのように歩む人として臨床家を認知し体験し得る。

　ここに至り、クライエント自身がくよきところ、発達、成長し、変化しつづけるもの＞をみつける旅路を

歩みはじめ、ここにクライエント利益が生じることを提起した。
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Psychotherapy - “Finding” in the psychotherapeutic process 

Hisashi Kawai 

Abstract：I　have　already　discussed“psychological　diagnostic”，ら‘listening　and　inquiring”，“becoming　aware”，“giving

（1irection”　and　“to　protect　a　client”　in　previous　papers．This　paper　suggests　血t　Hnding　chent’s“　good　points，

development，growth　and　changes”by　hislherselfw皿be　theirbenefits．

In　order　to　enter　this　psychotherapeutic　process　of“finding”，the　fbllowing　discussion　w皿be　the　significant　point　of

the　matteL　A　cl孟ent　comes　to　see　a　psychothelapist　with　valious　dif巨culties，symptoms，disorders　and／or（1isabilities

although　it　would　d盤r　in　degree．Psychotherapists　will　meet　a　client，keep　meeting，and　steer　with　him／her　on　the

process．This　is　the　basis　ofpsychotherapy　Howeveちit　is　important　that　psychotherapists　should　not　concentrate　on

only　his／her（1ifficulties　an（1cope　with　those。

Psychotherapists　should　always　tly　to　look　at　his／her“good　points，development，growth　and　changes”（1uring　the

therapeuticprocess．Whenaclientmeetsapsychotherapistl皿⊆ethiswayabove，itisenabletheclienttorecognizethata

psychotherapistis　notthe　person　who　does　somethingfbrhinソherbut　steerstogetherI

Atthistime，itwillbe　possible　to　make　the　client　entertheprocess　of“finding”。Accor（1ingl》㌧

there　wouldbebeneficial　fbrthe　clientffomtheprocess（1iscusse（1above．
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はじめに

　これまで、心理診断を嗜矢に、心の臨床一聴くこと・

尋ねること、心の臨床一気づくということ、心の臨床一

指示するということ、心の臨床一守るということ、の5

部作を提起した。いずれも先人から学び取りながら筆者

の心理臨床経験から生まれたものを書き継いできた。こ

れら5部作につづき、本小論では、心の臨床過程におけ

るくみつけるということ＞について述べたい。心理臨床

過程において何をみつけるか、そして、それが如何にク

ライエントに利益をもたらし重要であるか、以下論述す

る。

1．みつけること、何を

　心理臨床過程で、クライエントその人自身に、そして

抱えている困難さ、辛さ、駄目なところ、どうしようも

ないとするところなど様々な困難、あるいは障害に心理

臨床家は目を向け、5部作において論述した心理臨床過

程をクライエントと共に歩むことになる。このような歩

みは極めて重要であり心理臨床の基本であるが、さらに

加えて、クライエントがいかなる多種多様な困難を抱え

ていても、クライエントのく発達、成長、変化＞、普通

の言葉を使えば、よいところ、よい方への変化に常に目

を向けること、このことをくみつける＞ことが更なるク

ライエント利益につながる。

　困難さ、大変さ、症状、障害にのみ眼を向け、これを

みつけ、どうするかということにのみ陥れば、何とかし

よう、何とかしなければということに終始する心理臨床

過程を歩むことになる。事実、何とかしようとしても何

ともならないのであり、r無い物ねだり」の臨床をクライ

エントと共に歩みかねない。ここにも大いなる基本、人

は人のことを、その人に成り代わって何もなし得ないと

いう基本を忘れてはならない。

　ところで、このみつけることの過程は、まず心理臨床

家がクライエント自身に、そしてクライエントのよいと

ころ、のびていくところ、発達、成長していくところに

常に目を向け、気づいていくことにある。このことによ

りクライエント自身が自らのくよきところ、発達、成長、

変化＞をみつける過程が生じ、クライエント利益につな

がる。

　子どもがクライエントの場合、特にこの視点が重要で

ある。親は当然のことではあるが、どうしても心配なと

ころ、困っているところ、発達、成長しにくいところに

のみに眼が向きがちである。しかし、子どもは自ら発達

し、成長する力を最も有する時期にある。

　臨床家が、常にここに眼を向けていくことにより、発

達、成長がより生じる。そして、心配なところ、困って

いるところのみにとらわれず、かえってその子のよいと

ころが伸びてくる。ここに、親が子どものよいところ、

発達、成長するところに眼を向け気づく、心理臨床過程

を共に歩むことになる。

　＜よきところ、発達、成長、変化＞に気づくことによ

って、クライエントの成長、発達、変化がより促進され

クライエント利益となる。

2．みつけることの道筋・過程

　この道筋、過程を歩むための、ひとっの手掛かりを提

起したい。わかりやすい例を挙げると「得手をより得手

に」であり、「不得手を得手に」にしようとは、クライエ

ントは勿論、心理臨床家もこの無駄な努力をしないこと

である。

　得手をより得手にしていくことには、苦となる努力感

を伴わず、楽に得手にしていくことができる。それに対

し不得手を得手には苦しく、大変な努力を強いられ、け

れども決して得手になることはない。不得手はそれをま

あまあカバーするように位がよい。クライエントはまず

自分の得手をみつけ、更に得手にしていく、それを心理

臨床家は手助けするのである。

　もうひとつ、性格、性質とよばれるものは様々である

が、要点はその長所、短所・弱点をみつけ、長所をより

生かすことである。短所・弱点はいたずらに直そうとせ

ず、直せるものではないことをよく心得、しかし、この

短所・弱点も自分のものであると認め自分のものにして

いくことである。

　特にある時、ある状況、ある事態で出やすい短所・弱

点をみつけ、それを心得ておくと短所・弱点をコントロ

ールし、切り抜けることが可能となる。短所・弱点に気

づかない場合のみ短所・弱点がひとり歩きし不利益をも

たらすといえよう。性格はもって生まれたものであり、

その性格の特性に導かれて自己経験を重ねその人の人格

を形成、発達させることになる。そして、「私」という人

格とは、私の全過去経験であり、ここに私の長所、短所・

弱点をみつけることにより、長所をより生かすことが可

能となる。

　ここにあげた、得手、不得手、長所、短所・弱点をみ

つけることは、クライエントに限らず、人誰しもを生か

し、その人らしく生き暮らし得るといえる。

　ところで、以上述べてきたものは先ず心理臨床家がな

さねばならない仕事である。極めて当たり前なこと、自

らの得手、不得手を、性格の長所、短所・弱点を、そし

てくよきところ、発達、成長し、変化するもの＞をみつ

けていくことが大前提である。r己を知ること」知りつづ

けていくのであり、このような臨床家に出会うことによ

って、はじめてクライエントは自ら上述の「みつける」

心理臨床過程を歩み得る。

　以下論述する心理臨床過程においてくよきところ、発

達、成長するもの、変化するもの〉をクライエントが自

ら見いだし、それを臨床家が手助けする道筋を共に辿る
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ことは、そう容易なことではない。けれども、ここにク

ライエント利益が生じる極めて重要な心理臨床過程があ

る。

3．クライエントが抱える多種多様な

　　心理的困難

　心理臨床家は深刻さの度合いは様々であっても大変

な人と出会い、会いつづける。それがたとえ身体の病で

あっても、病む身体を体験しているのは「私という心∫

である。様々な精神症状、あるいは心を痛める出来事、

事故、事件、ここには対象喪失、被虐待体験等々、があ

げられ、』これらはグライエントの今とこれからに負の影

響を与え続ける。このような状態にあるクライエントに

とって自らくよきところ＞を見いだすことは想像だにで

きず不可能に近い。クライエントは唯々こめ体験に圧倒

され、左右され、従属させられ、全くの受け身の状態に

陥る。それでもクライエントが心理臨床の場を訪れるの

は、趨分ではどうすることもできない、自分はもう駄目

だ、何ともできない、だから何とかしてほしい、治して

ほしいからである。受け身の要望のみで、自分で何とか

できるとは、このようなクライエントにとって露とも思

えないのである。

　このとき、臨床家はクライエントを決してくあきらめ

ないこと＞を伝えつづけていくことになる。「あなたはも

う駄臼だ、どうすることもできないし、何ともならない

と一…、けれども私はあなたをそうは思わないし、決し

てあきらめない」と毅然、確固とした態度をもち伝えっ

づける。そして、この確固としたくあきらめない＞こと

からく希望をもちつづける〉ことが生じる。クライエン

トが肉分のことをあきらめない、希望をもちつづけるも、

のとして臨床家を体験していく過程で、自らをあきらめ

ない、希望をもちっづける心がはじめてほんの少しでも

生じる。

4．クライエントと共に歩むくみつけるという

　　こと＞の心理臨床過程とは

　そこで、クライエントのさまざまな困難に向き合い、

心理診断をしながら聴き、みて、尋ね、指示し、守る心

理臨床過程を辿ることになる。その初期の過程はクライ月

エントの今現在に焦点が当然当てられ、このことは極め

て重要である。クライエントにとっては、改めて、今現

在のr私」一自己体験に出会い、ここに新たな気づきが

生まれる可能性が秘められている。

　ここで、再度重要なこと、臨床家は常にクライエント

のくよきところ、発達、成長し、変化しつづけるもの＞

へのまなざしをもっていなくてはならない。あたり前の

ことであるが、どうしてもクライエントの困難さ、大変

さ、辛さ，にのみに眼がいきがちであるからこそ、この＜

まなざし＞を向けて心理臨床過程をクライエントと共に

歩むのである。

　そして、心理診断、聴き、尋ね、指示し守ることの心

理臨床過程のなかで、クライエントは少しずつ自己過去

経験を想起し、今現在との関連に気づき、見いだしてい

くことになる。初期に見いだされるこれらの気づきは負

の色彩を帯びたものといってよい。今と過去とのっなが

りをクライエントが再体験していくその過程、即ち、い

かにクライエントが再体験をしていくのかを臨床家は想

像をもって、ああでもあろうか、こうでもあろうかと了

解的に体験をしていくのである。そして、クライエント

がこのようにある心理臨床家を体験していくとき、はじ

めて何とかしてくれる人ではなく、自分と共に歩む人と

して臨床家を体験しうる。そして、この様な心理臨床過

程を辿ることにより今現在に呪縛されているクライエン

トが、これまでの全自己過去経験からなるヂ私」を知る

ことが生まれる。

　ここに至り、クライエント自身がくよきところ＞をみ

つける旅路をゆっくりと歩みはじめる。

おわりに

本小論のテーマくみつけるということ＞は、筆者の以

下述べる心理臨床経験から生まれたものである。

　その起源は、子どもの発達心理臨床とおよそ20年にわ

たり訪れた乳児院での乳児との関わりにある。子どもは、

障害のあるなしに関わらず、そしてさまざまな問題を抱

えていても、子ども自らもつ発達、成長するカを筆者に

みせてくれ、体験できた。

　また、精神科心理臨床を中心に思春期から成人に至る

までさまざまなクライエントと出会い、彼らが多種多様

な困難を抱えながら、それでも本小論に述べたくみつけ

るということ＞を共に歩んだ心理臨床過程でみせてくれ

たのである。

　これらの心理臨床経験と重なるように、筆者自身のr己

を知ること」の道筋がある。得手が少なく不得手が多く、

不得手を認識しながら得手を生かしより得手にと心掛け

てきた。

　長所、短所・弱点に関して、短所・弱点をよく知るこ

とに努めてきた。精神テンポが速くいわば「せっかち」

であり、ゆっくり、ゆったりが難しく、そのため待つこ

とが苦手である。普段の筆者はこのようであり、現在も

変わらない。このような筆者がr待つこと・時のプレゼ

ント達の重要さを論述してきた。

　このことをよく認識し、心理面接ではギゆっくり、ゆ

ったり」、そして「待つこと」を常に心得としてきた。不

思議なことに、臨床の場に身を置くとこのゆっくり、ゆ

ったり、そして待つことができ、憩年、20年・・…何年

でも待てるのである。事態、状況によれば、，このような

自分をみつけることができる。
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本小論は、論文として論理的ではないが、クライエン

ト利益に寄与するものと考え、ここに提起した。
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